
新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金実施計画掲載事業（教育委員会関係分）
No.1

No.
事業名称 担当課 事業概要 事業詳細 事業費内訳 事業効果 備考

1 学校施設環境改善交付
金

教育総務課

2 市立学校空調整備事業 教育総務課

3 学校図書館図書等整備
事業

教育総務課 休業期間中や分散登校時における生
徒の学習支援のため、学校図書館の
蔵書の充実を図る。

小・中・義務教育学校13校に学校規模
に応じた金額を配分し、各学校の判断
において必要な図書を購入する。

小学校分1,922,704円
中学校分983,167円
義務教育学校分
89,630円
合計2,995,301円

夏季休業期間中に貸し
出しできるよう各学校で
の早期の購入をすすめ
たこととあわせ、児童生
徒の学校図書を活用し
た学習機会の拡充につ
ながった。

4 学校保健特別対策事業
費補助金

教育総務課 学校における感染症対策を強化する
ために必要となる保健衛生用品等の
購入及び感染症拡大の影響で研修機
会を逸した教職員の研修支援を行う。

小・中・義務教育学校13校に学校規模
に応じた金額を配分し、各学校の判断
において必要な消耗品、備品を購入す
るとともに、教職員への研修を行う。

小学校分9,023,523円
中学校分4,780,943円
義務教育学校分
1,527,967円
合計15,332,433円

各学校の判断において
必要な消耗品、備品を購
入し感染対策を講じなが
ら学校活動をおこなうとと
もに、教職員への研修機
会の確保につながった。

5 市立学校感染症予防事
業②

教育総務課 ①市内市立小・中・義務教育学校の
児童生徒が使用する抗菌・抗ウイルス
対応机椅子を整備し、感染及び感染
拡大の予防を図る。

抗菌・抗ウイルス対応机椅子の購入費
児童用机・椅子441セット
生徒用机・椅子4,403セット

小学校分72,198,016円
中学校分25,350,754円
義務教育学校分
3,636,930円
合計101,185,700円

市内各学校に抗菌・抗ウ
イルス机・椅子を導入し、
学校教育活動の主要な
場面である教室における
接触感染の予防につな
がった。

R04.01.29より順次導入
中

6 準要保護児童就学援助
事業
（8・9月分）

学校教育課 小学校等の臨時休校に伴い供給が停
止された期間の学校給食費相当額を
支給し、準要保護世帯を支援する。

・臨時休校期間中、準要保護児童に認
定されている世帯を対象とし、一日当た
り250円給付した。

【臨時休校期間：令和4
年8月23日～9月10日】

3,750円（250円×15
日）×102人　382,500
円　382,500円

臨時休校により、通常支
給されている昼食に係る
費用を負担する必要が
生じたことから、経済的
負担が増え、更なる生活
困窮を引き起こす可能性
が高く、当事業実施の効
果は高い。

参考：令和３年度　新
型コロナウイルス感染
症対応地方創生臨時
交付金実施計画
No.67

学校施設の衛生環境を改善するた
め、空調設備の整備を行う。
（羽島中学校、竹鼻中学校、中島中学
校、中央中学校、桑原学園）

羽島中学校、竹鼻中学校、中島中学
校、中央中学校、桑原学園への空調設
備の整備にかかる費用

設計費3,623,000円、
監理費1,553,000円、
空調機器整備工事費
172,543,000円、
合計177,719,000円

中学校及び義務教育学
校の特別教室への空調
機器整備により、生徒等
が換気等で感染対策を
行いながらの学習機会
の拡充につながった。
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No.2

No.
事業名称 担当課 事業概要 事業詳細 事業費内訳 事業効果 備考

7 準要保護生徒就学援助
事業
（8・9月分）

学校教育課 中学校等の臨時休校に伴い供給が停
止された期間の学校給食費相当額を
支給し、準要保護世帯を支援する。

・臨時休校期間中、準要保護生徒に認
定されている世帯を対象とし、一日当た
り290円給付した。

【臨時休校期間：令和4
年8月23日～9月10日】

4,350円（290円×15
日）×69人　300,150円

臨時休校により、通常支
給されている昼食に係る
費用を負担する必要が
生じたことから、経済的
負担が増え、更なる生活
困窮を引き起こす可能性
が高く、当事業実施の効
果は高い。

参考：令和３年度　新
型コロナウイルス感染
症対応地方創生臨時
交付金実施計画
No.68

8 市立学校感染症予防事
業①

学校教育課 市内市立学校利用者（園児児童生
徒、教職員、来校者等）が使用する手
指消毒液を購入し、感染及び感染拡
大の予防を図る。

・市立学校及び幼稚園に、合計639Lの
手指消毒薬（噴霧用アルコール）を配布
した。

742円（１L) ×639L  ×
1.1=521,551円

手指消毒液の配布によ
り、市立学校・園におい
て、登校・登園時や各種
活動前後、昼食時など、
手指消毒が習慣化する
ことができている。また、
来校・来園される来客者
や保護者等に対しても、
消毒液を各所に配備す
ることで、学校・園全体に
消毒できる環境を整える
ことができている。

9 デジタル教科書
整備事業

学校教育課 デジタル教科書を用いることで、臨時
休業中に減少した少ない時数におい
ても効果的に学ぶことができ、その学
年の学習内容を児童生徒が身につけ
ることができる。

福寿小（1～6年生国語）
20,900円×6ケ＝125,400円(税込み）
（5～6年生社会）68,200円×２ケ
　　　　　　　　　＝136,400円（税込み）
合計　261,800円（税込み）

261,800円 臨時休校で学校への登
校ができなくても、タブ
レット端末を活用して、デ
ジタル教科書を用いてオ
ンライン学習を行ったり
授業展開の効率化を
図ったりすることができ、
学習の保障をすることが
できた。

10 児童生徒教師用
タブレット端末整備事業

学校教育課 1人1台端末の早期実現をし、学校や
家庭でのオンラインによる学習支援の
方法を図る。また、教師が使用する端
末を整備し、オンラインで学校と家庭
をつなぎ、学習支援ができるようにす
る。

タブレット端末
1台あたりの端末代金561,00円×723台
=40,560,300円（税込み）
タブレット保管庫等　669,900円（税込
み）
設定費用等　5,262,400円（税込み）

46,492,600円 ICT機器を活用したオン
ライン学習を実施するこ
とができ、家庭からでも
学習の保障をすることが
できた。

11 児童生徒用タブレット
端末整備機器運用サ
ポート事業委託

学校教育課 ICTの活用により児童生徒の学びを保
証するために、ICT環境整備の設計や
使用マニュアルの作成、研修会などを
実施しGIGAスクール構想の実現に向
けて整備した機器やネットワークのス
ムーズな運用を図る。

運用サポート業務委託（市内小中学校
13校及び教育支援センター1個所）

66，000円×1カ月=66，000円（税込み）

66，000円 オンライン学習等に活用
するICT機器を不具合な
く活用するために、使用
マニュアルや研修動画
の作成など、児童生徒及
び教職員の運用サポート
を実施した。
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12 大型提示装置
等整備事業

学校教育課 授業中の児童生徒の密集を防ぐため
に、大型提示装置を設置し、児童生徒
の間隔をとり、新型コロナウイルス感染
を防ぐ。中央小、正木小学級増加分
に対して増設した。

中央小、正木小学級増加分。
大型提示装置（プロジェクタ）
 376,750円×2台=753,500円（税込み）

753，500円 密になる状況を減らした
授業を実施することがで
きた。また、効果的な学
習を進めることができた。

13 公立学校情報
機器整備費補助金

学校教育課 災害や感染症の発生時による学校の
臨時休業等の緊急時においても、ICT
の活用により、すべての子供たちの学
びを保証するために、ICT環境整備の
設計や使用マニュアルの作成、研修
会の実施など、GIGAスクール構想の
実現に向けて整備した機器やネット
ワークのスムーズな運用を図る。

人件費　8,400,000円（税込み）
旅費　840，000円（税込み）
消耗品費　150，000円（税込み）
印刷製本費　150，000円（税込み）
通信運搬費　96,000円（税込み）
合計9,636,000円（税込み）

9,636,000円
補助金（補助率１/2）
4,818,000円

オンライン学習等に活用
するICT機器を不具合な
く活用するために、使用
マニュアルや研修動画
の作成など、児童生徒及
び教職員の運用サポート
を実施した。

14 羽島市文化センター動
画配信等環境整備事業

生涯学習課 感染症対策に資する館内環境を整備
し、感染防止を図る。

大ホール、小ホール及び401大会議室
に動画配信環境を整備するとともに、館
内各所にWi-Fi環境を整備した。

4,547,734円 密集・密接回避など新型
コロナウイルス感染対策
が推進され、同センター
での事業・活動を安心・
安全に実施できるように
なった。

事業費内訳は国庫補
助事業分及び地方単
独事業分の合計

15 羽島市「成人の日」記念
式典感染症対策事業

生涯学習課 「成人の日」記念式典の分散開催によ
り、感染防止を図る。

午前と午後の2部制にて、校区別に「成
人の日」記念式典を開催した。

114,755円 密集・密接回避など新型
コロナウイルス感染対策
を講じることができ、安
心・安全な式典の開催に
資することができた。

16 歴史民俗資料館感染拡
大防止事業

生涯学習課 感染症対策備品を整備し、館内にお
ける感染防止を図る。

非接触式体表温検知器1台及び非接触
式手指消毒液用ディスペンサー1台を
整備した。

77,803円 検温や手指消毒による
感染症対策を講じること
ができ、安心・安全な施
設運営に資することがで
きた。

17 羽島市文化センター感
染拡大防止事業

生涯学習課 感染症対策備品を整備し、館内にお
ける感染防止を図る。

非接触式体表温検知器1台、非接触式
手指消毒液用ディスペンサー2台及び
デジタルサイネージ1台を整備した。

414,656円 検温、手指消毒や館内
での注意喚起による感
染症対策を講じることが
でき、安心・安全な施設
運営に資することができ
た。

18 竹鼻町屋ギャラリー感染
拡大防止事業

生涯学習課 感染症対策備品を整備し、館内にお
ける感染防止を図る。

非接触式体表温検知器1台及び非接触
式手指消毒液用ディスペンサー1台を
整備した。

77,803円 検温や手指消毒による
感染症対策を講じること
ができ、安心・安全な施
設運営に資することがで
きた。
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No.
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19 羽島市文化センター民
間活力導入検討に向け
た官民対話事業

生涯学習課 感染症等の影響により文化センターの
管理・運営が一層厳しさを増す中、今
後の効率的・効果的な管理・運営につ
いて検討を行う。

文化センター等の今後の管理・運営等
について、民間事業者との対話等を通
じて検討した。

3,740,000円 より一層の効率的・効果
的な管理・運営につなげ
ていくことができた。

20 学校給食センター感染
予防事業

学校給食セン
ター

南部学校給食センターに自動で手指
消毒を行う機器類を設置し、来所者及
び職員の新型コロナウイルス感染およ
び感染拡大への予防を図るもの。

・ノータッチ式デイスペンサー　29台他
（トレー　スタンドなど附属品）
当初事業費　516千円

449,812円 自動での消毒を行うこと
で、感染予防を図り給食
を継続できた。

21 学校給食継続事業 学校給食セン
ター

学校給食センターの従事者等が新型
コロナウイルス感染症に罹患し、学校
センターにおいて調理や洗浄ができ
なくなった際であっても、児童生徒に
給食が提供できるようにするため、学
校給食センターに備蓄する食材を購
入する。

・北部学校給食センター　3700食・南部
学校給食センター　2600食
合計6,300食×2日分＝12,000食
当初事業費　3,981千円

3,980,340円 給食提供を、継続できる
環境づくりができた。

22 市立図書館感染拡大防
止事業

図書館 市立図書館における感染拡大予防の
ため、デジタルサイネージ等を購入
し、感染及び感染拡大への予防を図
る。

・サーモマネージャー　1台
・デジタルサイネージ　1台
・アルコール自動噴霧器等　2台
の購入

・サーモマネージャー
75,680円×1台×1.1＝
83,248円
・デジタルサイネージ
274,500円×1台×1.1
＝301,950円
・アルコール自動噴霧
器等　20,690円×2台
×1.1＝45,518円
合計　430,716円

来館時に、自身の体調
の確認や手指消毒の徹
底、注意喚起をすること
で、来館者の感染抑止
につながった。
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23 市立図書館電子書籍導
入

図書館 図書館システムと連携した電子書籍を
導入し、非来館者サービスを整備す
る。

〇委託料
・初期導入費用
・保守料
・書誌情報作成
○使用料及び賃借料
・月額クラウド利用料
・連携サービス利用料
・電子書籍(買切り型)  1,000冊
・電子書籍(ライセンス型) 1,000冊

委託料4,065千円
・初期導入費用
3,500,000円×1.1＝
3,850,000円
・保守料  5,000円×1ヶ
月×1.1＝5,500円
・書誌情報作成  95円
×2,000冊×1.1＝
209,000円
○使用料及び賃借料
6,875千円
・月額クラウド利用料
62,500円×1ヶ月×1.1
＝68,750円
・連携サービス利用料
5,000円×1ヶ月×1.1
＝5,500円
・電子書籍(買切り型)
4,000円×1,000冊＝
4,000,000円
・電子書籍(ライセンス
型)  2,800円×1,000冊
＝2,800,000円
合計　10,940千円

電子書籍を導入すること
により非来館者サービス
の整備につながると共
に、利用者の来館を抑制
することに繋がり、施設の
感染症対策として機能し
た。

R4.3.1導入予定

24 西部幼稚園感染拡大防
止事業①

西部幼稚園 　足踏み式消毒液スタンド、園児机
パーテーション、組立プール等を購入
し、感染及び感染拡大への予防を図
る。

　職員玄関に足踏み式消毒液スタンド1
台を購入した。
　各保育室に園児机用のパーテーショ
ンを購入した。
　既存プールとの分散保育をするため、
組立プール、プール用人工芝1式を購
入した。

731,160円 　保護者・来園者・職員、
園児の感染症及び感染
拡大への予防に活用し、
リスクを低減しながら教
育・保育活動をすること
ができた。

足踏み式消毒液スタン
ド　19,800円
園児机パーテーション
（3セット入）4セット
130,680円
組立プール・人工芝
580,680円

25 西部幼稚園感染拡大防
止事業②

西部幼稚園 　サーマルカメラ、アルコール自動噴
霧器、折りたたみ机・イス、ユニット砂
場等、プールシャワー付き足洗い場等
を購入し、感染及び感染拡大への予
防を図る。

　職員玄関にサーマルカメラ1台、アル
コール自動噴霧器1台を購入した。
　給食時の職員の密接対策のため、折
りたたみ机・イス各5個を購入した。
　戸外遊びを分散させるため、ユニット
砂場、砂場の土1式を購入した。
　既存プールとの分散保育をするため、
シャワー付き足洗い場・プール用人工
芝1式を購入した。

653,500円 　保護者・来園者・職員、
園児の感染症及び感染
拡大への予防に活用し、
リスクを低減しながら教
育・保育活動をすること
ができた。

サーマルカメラ　78,100
円
アルコール自動噴霧器
5,280円
折りたたみ机・イス
14,740円
ユニット砂場・土
365,200円
シャワー付き足洗い
場・人工芝　190,180円
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26 西部幼稚園感染拡大防
止事業③

西部幼稚園 　抗菌・抗ウイルス仕様の園児椅子を
購入し、感染及び感染拡大への予防
を図る。

　園児椅子（抗菌・抗ウイルス仕様）
3歳児25個、4歳児25個、5歳児30個（合
計80個、定員数）を購入した。

1,540,000円 　抗菌・抗ウイルス仕様
の園児椅子を購入し、園
児の感染及び感染拡大
へのリスクを低減すること
ができた。


